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研究成果の概要（和文）：様々なデータを分野外の人でも簡単に使えることを目指し、データ流通基盤の概念的
なフレームワークを提案し、複数分野に適用し評価する。複数分野の研究者や産業界を対象に調査を行い、ニー
ズの存在を明らかにした上で、概念的なモデルを構築した。既存の地理情報収集システムを改良し、複数のデー
タリポジトリを構築し、試験的に運用した（論文誌、国際会議）。インターフェイスについては複数分野の研究
者向けと、教育など一般向けのデータ利用に関するプロトタイプを構築、実運用の上、国際学会等で発表を行っ
た。データを拡充する手段として、論文から自動的に関連するデータセットを特定するアルゴリズムを構築した
（国際会議）。

研究成果の概要（英文）：Aiming to make variable data easily accessible from non-expert users, we 
propose a conceptual framework for data circulation and then evaluate by applying it to 
multi-disciplines. Through surveys we conducted to people in both academia and industry, we revealed
 the existence of needs for open data, and the proposed a conceptual framework. Modifying an 
existing GIS-like database, we implemented the framework and made test operations in 
multi-disciplines (presentations at an international conference). We also implemented interface 
parts for both experts in multi-disciplines and non-experts, and made test operations (journal 
papers and presentations at international conferences). To increase data on repositories, we 
developed an algorithm to extract dataset names from scholarly papers (presentation at an 
international conference).
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究期間内に、実際に検索を用いてメタデータを管理するフレームワークを、すでにあるクラウドサービス上で
仮想的に実装し、個別化できることを示し、概念の検証を行った。また、非専門家の利用を含む、複数の分野で
の利用を前提にしたデータリポジトリの利用者インターフェイスも構築した。これらにより、異分野のデータを
発見することが容易となり、また、データの利用方法の可視化にもつながり、研究の再現性の確保にもつなが
る。一方で、専門家が深く利用するには、まだ多くの課題があることも分かった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
研究の透明性や再現性、データ取得にかかるコストの回収などを目指してデータリポジトリの
必要性は強く認識されているが、まだ一般的とは言い難い状況であった。実際、高度だが専門
的な分野に特化したものか、一般向けだが機能が限られたものしか存在しない。文書を対象に
した機関リポジトリでは、分野によらず対象とするデータは文書（論文）であり、形式も一定
の書式が存在するため、検索も利用も容易である。一方で、データの扱いは分野に依存するた
め、特定の分野に特化したサイトはあるものの、データリポジトリは学術情報の流通基盤とし
て成立していない状況にあった。 
 
２．研究の目的 
 
様々なデータを分野外の人でも簡単に使えることを目指し、本研究では、データ流通基盤の概
念的なフレームワークを提案し、複数分野に適用した実装により評価する。検索という簡便な
手法でフレームワークを個別化し、分野別のリポジトリが得られる（図 1 参照）点が独創的で、
フレームワークは分野を越えた学術情報流通基盤となることが期待できる。 
 

図 1：提案のフレームワーク 
 
３．研究の方法 
 
これを達成するために、学術情報流通の基本的な仮説を設定し、これを検証する仮説検証型で
研究を進める。仮説にあたる(1)フーレムワーク、これを検証するプロトタイプを(2)データと
(3)インターフェイスに分け、計 3つの大項目を設定する。 

図 2：提案のフレームワーク 
 
(1)では、代表者の研究シーズと複数分野から抽出したニーズとあわせて、概念的なモデル提案
(図 2参照)を目指す。研究分野に加えて、産業界からもニーズの調査を行い、データリポジト
リの必要な形を明確にする。プロトタイプは、検証に加え、ニーズ抽出の時にも用い、現実的
な議論の工夫とする。(2)は、データ自体に加え、その表現となるメタデータの拡充も含む。(2)
および(3)で、データの確認や検証が簡単に可能になるようにする。互いの項目は関連している
が、仮のデータやモックアップ等を用いて、可能な限り独立に進め、外注も利用して効率よく
研究を進める。 
 
４．研究成果 
 
(1)のモデル化の一環として、これまでのリポジトリ機能の調査し、歴史的な位置付けを行った。
また、複数分野の研究者や産業界からのニーズについて調査を行い、ニーズの存在を明らかに



した。その上で、概念的なモデルを、クラウド上の実サービスを用いて仮想的に実装し、概念
検証を行った（国際会議発表）。複数の分野での検証は行ったものの、小規模なデータに留まる
ため、大規模な利用時における課題等の検証は今後の課題である。 
 
(2)について、機関リポジトリ等で公開されている論文から、自動的に関連するデータセットを
特定するアルゴリズムを構築した（国際会議発表）。 
 
(3)については、複数分野の研究者向けと、教育など一般向けのデータ利用に関するインターフ
ェイスのプロトタイプを構築の上、国際学会等で発表を行った。 
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